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研究成果の概要（和文）：学童期の日英同時バイリンガル児の言語別ナラティヴコーパスを構築し、各言語の語
りに現れる(1)トピック維持（指示対象の導入、再導入、維持）ならびに(2)ナラティヴ構造（因果、時系列）に
おける言語間相互作用の有無、方向、程度について分析した。(1)では特に指示表現選択に複雑な判断を伴う再
導入で英語から日本語への強い影響が観察され、(2)では双方向の影響が見られた。各領域における言語間の影
響がバイリンガル固有の言語能力を特徴付けていることを示した。

研究成果の概要（英文）：In the current study we constructed narrative corpus of Japanese-English 
school-age bilinguals, and analyzed the level as well as the directionality of cross-linguistic 
influence between the two languages in (1) topic maintenance (referent introduction, re-introduction
 and maintenance) and in (2) narrative structure of connecting events (use of connectives denoting 
causal relationship vs. temporality).  Analysis (1) showed that the influence is most likely to 
occur at re-introduction which requires integration of various levels of information, and analysis 
(2) reports a bi-directional influence in how events are connected in the narratives, both of which 
contribute to the understanding of the unique characteristics of bilingual speech.

研究分野：バイリンガリズム、言語習得

キーワード： 二言語習得　言語間相互作用　ナラティヴ　日本語、英語　トピック維持　連結表現　同時バイリンガ
ル　学童期バイリンガル

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　未だ数少ない日英バイリンガル児童のナラティヴにおける言語間の影響、その長期的な分析を行い、言語間相
互作用が幼児期の言語発達段階だけではなく、学童期のバイリンガル児童にも見られることを示した。また、ト
ピック維持の分析からは、言語間の影響を「受けやすい構造」についての理論構築に貢献し、ナラティヴ構造の
分析においては事態把握の違いについては両言語の特徴が影響し合い再構築が生じるというモデルに貢献してい
る。
　複数言語環境下で育つ子供たちの言語能力の特徴を把握する研究として貴重なデータを提供しており、今後増
加が予想されるバイリンガル児童の言語能力の理解の一助となることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

・グローバル化を背景に、国内でも、日本語以外の母語をもつ海外につながる子供たちや外国語

を通した教育を受けるなど、幼少期から二言語環境で育つ子どもたちは確実に増えてきており、

今後も増加の一途をたどることが予想される。 

・このような状況下で、学校教育の現場や家庭内においてバイリンガル児の言語能力に関する正

しい理解と適切な教育、指導は差し迫った課題であるが、研究は極めて少ない。 

・これまでの二言語同時習得理論は、欧米諸国の構造が似通った二言語の幼少期の習得研究に基

づき構築された未完成なものであり、また、一言語習得児との共通点に重きが置かれ、バイリン

ガルの言語の独自性については扱われてこなかった。 

 

２．研究の目的 

・本研究は、学童期の日英同時バイリンガル児（早期継続バイリンガルも含む）の言語別ナラテ

ィヴのコーパスを構築し、各言語の語りに現れる言語間の影響（相互作用）の分析を通して、バ

イリンガル固有の言語能力の特徴を明らかにし、新たな二言語同時習得理論を構築することを

目的としている。具体的には、日本語と英語とで明らかな相違がある(1)トピック維持、(2)ナラ

ティヴ構造の２領域において、言語間相互作用の有無、方向ならびにその程度―各言語の特徴が

どのように混在しているのか―を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

・学童期の日英同時バイリンガル児、早期継続バイリンガル児（8～12歳前後）における両言語

間の相互作用の実態を調査するため、(1)トピック維持（指示対象の導入、再導入、維持各コンテ

クストにおける指示表現の選択）、そして(2)ナラティヴ構造（出来事間の連結表現使）に注目し、

各領域において同年齢のモノリンガル児データとの比較を通して言語間の影響の有無、その方

向性や程度を分析した。 

・バイリンガル児のそれぞれの言語でのナラティヴデータを約１年の間隔をあけて２回ずつ収

集した。更に、言語間作用の有無の検証のための比較対象として、各言語のモノリンガル児のデ

ータも同様に収集し、コーパスの作成を行った。上記３項目のコーディングと分析ソフトによる

処理を行い、それぞれの領域においてバイリンガルとモノリンガルとの比較を通して言語間の

影響の有無ならびに発達に伴う変化を検証した。 

 

４．研究成果 

(1)トピック維持 

・トピック維持分析では、各言語のナラティヴにおける指示対象の導入、再導入、維持の各場面

における指示表現選択（名詞句、代名詞、省略）を分析した結果、同時バイリンガル、早期継続

バイリンガルいずれにおいても日本語のナラティヴに英語の影響が観察された。具体的には、日

本語話者であれば指示表現を省略する傾向にある場面において名詞句や代名詞等の使用が見ら

れ、英語の構造の影響であると結論付けた(Mishina-Mori & Yujobo 2017, Mishina-Mori et al 

2017, 2018a)。 

・児童を対象とする研究においても言語間相互作用に関する仮説を支持する分析結果が得られ

たことから、幼少期限定の現象ではないことを示した。また、より成熟した言語使用者にも生ず

ることから、言語間作用の要因として言語処理上の特性についても考察した。 

・日本語が優勢言語であるにも関わらず影響の方向性が英語から日本語の一方向であることが



確認され、仮説が優勢言語に左右されないこと、また、構造上の重複が少ないとされる二言語間

においても同じ仮説で説明ができることの根拠を示した。 

・さらに、言語処理上の特性が関わるという点に注目し、指示表現選択に複雑な判断を伴う再導

入場面（導入と維持の両者の特徴を持ち合わせる）は他に比べ英語から日本語への強い影響があ

るという仮説を立て、これを支持するデータが得られた(Mishina-Mori et al 2019)。談話語用論

上の判断を伴う構造においてはより影響が出やすいという仮説のより強い根拠づけを提供する

ことで相互作用を「受けやすい構造」についての理論構築に貢献した。 

 

(2)ナラティヴ構造 

・出来事間の連結表現使用（因果を表すもの、時系列を表すもの）について、長期的データに基

づき言語間の影響とその経年変化を追跡調査した結果、第 1 回、第 2 回調査時のタイミングに

おいても双方向の言語間相互作用が観察され、さらに第 2 回では両言語間の特徴の違いが小さ

くなっていることを指摘した(Mishina-Mori et al 2017, 2018b)。 

・出来事の連結方法のように認知が強く影響する言語使用においては双方向の影響がみられ、さ

らには表現方法の再構築が生じる可能性を示唆した。 

 

(1)、(2)のプロジェクトから得られた結果から、バイリンガルの言語習得において特徴的な言

語間相互作用に関する理論構築（影響を受けやすい構造の特定）、ならびに認知のレベルでの影

響は言語使用パターンの再構築につながるというモデルに大きく貢献したといえる。 

このように、複数言語環境下で育つ子供たちの言語能力の特徴を把握する研究として貴重なデ

ータを提供しており、今後増加が予想されるバイリンガル児童の言語能力の理解の一助となる

ことが期待される。 
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